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【問題と目的】
ライフステージの変化やきょうだいの成長・発達を間近で
見聞きする経験が少ない現代の子どもたちにとって、「子
育て」は未知のものとされる。少子化の進行に歯止めがか
からず、仲間とかかわる経験も十分でない状況も加わり、
他者と協力し、育ちあう関係が結びにくい。小・中学生が
生涯発達の視点から「育てること」について学ぶ授業を通
した教育プログラム開発をめざしている。中学生は、普通
教科家庭科の中で幼児の発達の特徴や親と子、大人と子
供との関わりについて学ぶ。しかし十分な時間はないこと、
他者とかかわる、特に幼少の相手と関わることが苦手であ
ると指摘されている。そこで小学6年生、進級後の中学生
を対象に、「子育て」についてどのように理解しているか質
問紙から変化、特徴を把握する。教育プログラムの一環と
して行った小児科医による「親になることについての授
業」に対する児童の反応（自由記述）については、是松ら
による「医教連携による小中学生に対する親となるための
「教育プログラム開発」の報告を参照。「育てられる」対
象である小学校6年生には、「育てること」を理解すること
は難しいと思われるが、さまざまな形で、繰り返し積み重
ねていくことで、理解を深める部分があるのではないか思
われる。今回は質問紙調査の基礎的な結果について報告
し、小学6年生の「子育て」についての理解について示す。
【方法】
埼玉県内の小学校6年生2クラス65名を対象に、「育てるこ
と」についてどのように考えるか質問紙調査を行った。全
28項目について、「とてもあてはまる」「あてはまる」「あま
りあてはまらない」「あてはまらない」から選択する方法で
実施した。質問内容は、子どもに対する感情、子どもへの
興味、自分に対する意識、子育ての参加意識、子ども理解
などである。
【結果と考察】
小学６年生が、育てることについて、学ぶことは有用であ
るとうかがわれた。赤ちゃんの世話経験は52.3％であるが、
幼児と遊ぶのは自分には難しいと回答する6年生は38％み
られた。赤ちゃんの世話を協力して行う気持ちは97％とほ
とんどの子どもが回答するなどパートナーと協力して子育
てすべきだと考えている。一方で泣き声にイライラすると回
答するのは大人同様であった。小学生であっても、子ども
への興味、関心をもちながら、対応しようとする姿がみら
れ教育の重要性がうかがわれた。
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【目的】
初めてベビーマッサージを継続して実施した母子に及ぼす
影響を明らかにし，支援方法の一助とする。
【方法】
生後3か月の子どもを持つ11名の母親に、初めてのベビー
マッサージを継続して1か月間実施してもらった後に、その
母子への影響を明らかにするために半構造化面接を行っ
た。方法は、ベビーマッサージの手技を説明した動画を自
宅で視聴後、回数を定めず自由に行ってもらった。実施し
たベビーマッサージ回数は，ほぼ毎日2名，週に2～3回5名，
週に1回2名，2週間に1回2名であった。面接調査のデータ
の中から、今回は母親の気持ちを抜き出し、コード化し、
経時的に類似した内容をカテゴリ化して抽象度をあげる
質的帰納的分析を行った。調査期間は2021年11月～2022
年6月である。
【結果】
分析の結果、86のコードから，20個の＜サブカテゴリ＞，7
個の【カテゴリ】に整理できた。ベビーマッサージを開始し
た最初から，【子どもが楽しんでいると感じる】母親がい
た。一方で，半数の母親はベビーマッサージを【楽しむ余
裕がない】と感じ，【母子ともに緊張してやりづらい】と思
っていた。しかし，継続してベビーマッサージを実施した後
には，どちらの母親も【母子ともに慣れて楽しめる】と気持
ちが変化していた。また、ベビーマッサージを継続すること
で【子どもの気持ちがわかる】ようになっている自分に気
づいていた。ベビーマッサージは，＜子どもと向き合う時間
と感じる＞ようになり、【子どもとの大切な時間である】と
認識するようになっていた。更に継続するために＜やりや
すい方法＞や＜児の状況に応じた対応＞など【専門職から
の助言が欲しい】と感じていた。
【考察】
初めてのベビーマッサージを行って、不慣れからやりにくさ
を感じる母親もある。しかし、継続すると、母親たちは子ど
もの気持ちに思いを馳せ、その時間が愛着を深める貴重な
時間となっていったと考えられる。また専門家からの支援
も求めていることも明らかになった。本研究の結果から自
宅でのマッサージを支援するには、最初はやりづらくても，
母子共に楽しめる時間に変わっていくこと、また，ちょっと
した工夫や方法を記した資料を渡すこと、必要によっては
相談できるメール等の連絡先をつけること等で、母親が安
心してベビーマッサージを続けることにつながるだろう。
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【目的】
保育所保育士・看護職による精神疾患をもつ母親と子ども
への関わりとその困難を明らかにする。
【方法】
Ａ県の全ての公立保育所と認可保育所（８８３施設）に、
精神疾患をもつ母親と子どもへの関わりとその困難に関す
る自記式質問紙を２部ずつ計１７６６部配布した。統計解
析はＳＰＳＳ　Ｓｔａｔｉｓｔｉｃｓ　Ｖｅｒ．２５．０を使用
し、Ｍａｎｎ‒ＷｈｉｔｎｅｙのＵ検定を用いて属性による比
較を行った（ｐ＜０．０５）。本研究は研究者所属機関の倫
理審査委員会の承認を得た。
【結果】
質問紙は１９９部回収し（回収率１１．３％）、母親が精神
疾患である子どもの保育経験があると回答した１７６部の
うち関わりと困難の項目に無回答がない１３１部（有効回答
率７４．４％）を分析した。７１．３％が４０歳以上、９６．９
％が女性、７８．０％が保育職、４５．７％が管理職だった。
関わりについて「時 ／々いつも行っている」の回答が８割以
上の項目は子どもへの直接的な関わりに関するものであり、
６割以上の項目は母親の育児と生活に関するものだった。
６割未満だった項目は母親の精神疾患に踏み込んだ関わり
だった。困難について８割以上が「時 ／々いつもそう思う」
と回答した項目は、母親とのコミュニケーションの不安に関
するものだった。属性による比較では、５０歳以上、看護職、
資格取得前に精神疾患をもつ母親への支援の教育受講経
験がある人、精神疾患患者と交流経験がある人が「母親に
治療内容を尋ねる」「母親に内服できているか尋ねる」をよ
り行っており、「子どもにアザやケガがないか観察する」は
管理職がより行っていた。困難では、５０歳未満の人は「他
施設や他機関との関わりが難しい」を、保育士は「母親の
病状や治療に関することが分かりにくい」を、管理職は「母
親とのコミュニケーションが難しい」を、経験年数が多い人
は「母親に理解してもらうことが難しい」を、経験年数が多
い人と資格取得後に精神疾患をもつ母親への支援の教育
受講経験がある人は「母親との関わり方について他の保護
者に理解してもらうことが難しい」をより感じていた。
【考察】
母親の精神疾患に関することは関わりにくい傾向だった。
属性による違いがあり、連携や、精神疾患患者への支援
に関する学習や患者との交流の機会の重要性が示された。
本研究はＪＳＰＳ科研費ＪＰ１８Ｋ１０４０１の助成を受け
た。
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